
 

 

 

 

 

  毎月１９日は『食育の日』、そして毎年６月は『食育月間』となっています。子どもの健康づく

りに毎日の食事は大きな役割を果たしています。栄養面だけでなく、豊かな心や社会性を育

て、自分で判断し、生活できる大人になるためにも食育が果たす役割には大きなものがある

と感じています。 

 

 

  ５月１２日、１年生とはまみ学級さんに『そらまめのさやむき』をお手伝いしてもらいました。 

 『そらまめくんのぼくのいちにち』という本の読み聞かせを聞き、いろんな豆についてもお勉強

しました。その中で、「そらまめのベットは本当にふわふわなのかな？」という疑問を解消すべ

く、その日食べる全校分のそらまめのかわむきを丁寧にむいてくれました。 

 色や豆の大きさ、ふわふわの観察も上手に行ってくれました。 

 「給食はやくこないかな♪」というわくわくの気持ちでむかえた給食時間。 

 大人の味わいのそらまめに例年どの１年生も渋い顔でそらまめとにらめ 

っこしている印象でしたが、今年の１年生は「苦かった～」といいながら、 

お皿の中はからっぽ！！大変感心しました。 

  ６年間、いろんな食べものと出会い、自分の体の栄養となる食べものを

よく知り、好きになってくれることを願っています。 

 

 

 

社会科でごみや水について学習している４年生と、更に深める学習として、『給食ののこ 

りはどうなるのか』を勉強しました。その日の給食の残りを給食室で見た後に、給食の残りは 

『堆肥』や『飼料』になりますが、リサイクルには多くのお金    

がかかっていることについても、

お勉強しました。 

 給食をただおいしく食べる 

だけでなく、作ってくれる方の思

いや、命、環境問題とも関連し

て考えてくれました。 

 

 

 

浜見小学校 

しゃきしゃきそぼろ丼      

《材料 ４人分》          

炒め油   大さじ１      

鶏挽肉   １５０ｇ 

にんじん   ３０ｇ 

たまねぎ  １００ｇ 

切干大根  ３５ｇ 

さとう    大さじ１ 

しょうゆ    大さじ１強 

みりん    大さじ１ 

片栗粉   小さじ１ 

《作り方》 

１ にんじん…せん切り、たまねぎ…短いせん切り 

  切干大根…水で戻し、１ｃｍに切る。 

２ 鍋を熱し、油を適量入れ、鶏挽肉を炒める。 

３ 次に、にんじん・たまねぎを炒め、しんなりしたら切干 

  大根も加えて、さらに炒める。 

４ 調味料を加え、少し煮ていく。 

５ 味がしみたら、水で溶いた（小さじ２）片栗粉を加え、

とろみをつける。 

６ ５を炊いたごはん(分量外)の上にかける。 


